
て つ がくカフ ェ @ せんだい C a f 色 Ph i l o d e S e n d a i

第1 回｢ て つ がくカフ ェ Pl u s｣ を開催します !

■● ■ ■■ ｢表現をめぐっ て｣ = ■ ■

芸術的な表現は ､ しばしば人々 に不快な感情を抱かせることがあります｡ そのため ､ 〈表現〉 はときに規制を受

けることになりますが､ その く規制〉 は目に見えるとは限りません たとえば､ く震災〉 を主題に した映画になか

なかス ポンサ ー

が付かないという事実は ､ 企業と観衆が徒党を組んで ､ 不快だと思われる 〈表現〉 に対する
``

目に

見えない
"

〈規制〉 を仕掛けてい るとも言えます｡ とはいえ､ そもそもこの不快とい っ た感情に 〈表現〉 を く規制〉

するほ どの 〈正当性〉 はあるので しょうれ

通常､ 〈表現〉 の受け取り方はその人次第だと見なされて います｡ たとえばあなたが ｢ この絵が好きだ｣ と言 っ

たとき､ 隣で同じ絵を見てい た他人に ｢そんなはずはない｣ と否定されたと します｡ おそらくあなたは憤慨するで
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がら､ 現に 〈表現〉 は各人の 〈不快な感情〉 を理由に 〈規制〉 を受けることがあります｡ 個人の感想が どう してそ

のような特権をもちうるので しょうか ? この 〈規制〉 の根拠はい わゆる ｢ 多数決の原理｣ なので しょうか ? つ

まり ｢多くの人々 が不快に思っ たから｣ ある表現は 〈規制〉 されるので しょうれ しか しそれでも依然と して ､ そ

の (不快な感情〉 が ｢正 しい｣ ことi こはなりません｡ 〈表現〉 の ｢ 正 しい｣ 受け取り方が ｢ 多数決｣ で決まること

などない で しょう｡ そもそもく表現〉 につ い て ｢正 しい受け取り方｣ などあるの で しょうか ? さらに言えば､ 〈表

現〉 に ｢ 正 しい内容｣ などあるので しょうか ?

第 1 回 ｢て つ がくカフ ェ Pl u s｣ では､ こうした 〈表現〉 に対する受け止め側の 感情〉 を糸口として ､ 表現をめ

ぐる問題につ いて参加者のみなさんとともにじ っ くりと考えてみた い と思います｡ (文責 : 綿引 周)

● ｢ て つ がくカフ ェ P 山s｣ とは■

通常の て つ がく カ フ ェ を行いながら､ 対話の進 め方やテ ー

マ の絞り方､ さらには フ ァ シリテ ー シ ョ ン ･ グ

ラフ ィ ック の書き方などを参加者どう しで同時進行的に問い直す､ メ タ ･ ダイア ロ ー グをプラス ( pl w ) した
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ニ ン グ型の ｢ て つ がくカフ ェ｣ で 丸
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日時 : 2 0 1 2 年1 0 月 22 日 (月曜日) 1 9:0 0 ～ 21 :0 0

場所 : 仙台市市民活動サポ ー トセ ンタ ー

3 階 研修室 1

フ ァ シリテ 一

夕
ー

: 綿引 周 (て つがくカ フ ェ @ せんだい)

参加費 : 無料

事前申込み : 不要 (直接会場にお越 しください)

問い合わせ先 : E
-

m 由1 七肥由鮎 @ b 畠S .也 卯 . a C 加 (西村まで)
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■ お知らせ : て つ がくカフ ェ r志賀理江子展 『螺旋海岸』 から考える｣ ■

日時 : 11 月 25 日[ 別 15 ‥0 0 ～ 1 7 : 0 0 場所 : せ んだ い メディア テ ー

ク 7 階ス タジオ a 参加無料 (事前申し込み不要､ 直接会賂べ

詳細は､ bt申:肋 Ⅳ 取 S m t 虚血l 託 軸 をご覧ください ｡




